
第六章 経済成長と神戸市政

第一節高度成長と神戸経済

第ニ節政治卒新と環境保全

第三三節 文化産業と経済振興

神戸・ポートアイラ γ ド
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高
度
成
長
と
神
戸
経
済

産
業
基
盤
の
拡
大

戦
前
水
準
へ
の
復

帰
を
め
ざ
し
て

昭
和
一
二
十
一

（
一
九
五
六
）
年
、
経
済
白
書
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
名
言
を
吐
い
た
が
、

日
本
経
済
は
こ
の
時
、
ま
さ
に
戦
後
復
興
を
済
ま
せ
、
高
度
成
長
へ
と
離
陸
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

神
戸
経
済
に
あ
っ
て
も
、
戦
前
の
ス
テ
イ
タ
ス
由
複
を
め
ざ
し
て
、
本
格
的
な
経
済
振
興
策
を
展
開
す
る
。
表
山
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
神
戸
の
経
済
力
は
人
口
こ
そ
五
位
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
経
済
力
は
東
京
、
大
阪
、
名
卜
百
屋
に
次
ぐ
第
四
位
の
地

位
な
占
め
て
い
た
。

し
か
し
、
戦
後
の
神
戸
経
済
の
閉
復
は
芳
し
く
な
く
、
昭
和
二
十
年
代
、
早
く
も
神
戸
経
済
斜
陽
論
が
限
開
閉
さ
れ
る
程
で
あ

っ
た
。
神
戸
市
は
昭
和
三
十
四
年
神
戸
経
済
振
興
対
策
調
査
会
を
発
足
さ
せ
、
神
戸
経
済
の
浮
上
を
め
ざ
し
た
。

そ
れ
は
昭
和
三
十
年
か
ら
始
ま
っ
た
高
度
成
長
は
重
化
学
工
業
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
神
戸
経
済
は
市
街
地
内
の
既
存
工

業
の
回
復
に
よ
っ
て
願
謂
に
成
長
し
て
い
く
が
、
次
第
に
大
型
化
し
て
い
く
新
規
用
地
の
不
足
な
ど
に
悩
み
、
怠
切
れ
を
み
せ

て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
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高度成長と神戸経済第一節

（指数：東京100)戦前・戦後の大都市経済力i七絞表 217
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埋立地
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東
西
埋
立

地
の
造
成

神
戸
経
済
の
低
迷
の
原
悶
は
港
湾
・
工
業
用
地
面
積
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
戦
前
か
ら
こ

の
解
消
の
た
め
、
神
戸
市
は
第
一
期
築
港
（
明
治
四
十
年
J
大
正
十
一
年
）
で
約
ニ
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
さ
ら
に
昭
和

七
年
以
昨
に
も
約
七

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
埋
立
て
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。

戦
後
も
こ
の
伝
統
的
市
街
地
拡
大
政
策
に
も
と
づ
き
、
早
く
も
昭
和
二
十
八
年
に
東
西
臨
海
工
業
地
帯
造
成
事
業
を
ス
タ
l

ト
さ
せ
、
昭
和
四
十
年
代
に
か
け
て
続
々
と
完
成
し
て
い
っ
た
。

「
山
、
海
へ
行
く
」
と
い
わ
れ
た
こ
の
開
発
事
業
で
は
、
背
後
に
六
甲
山
地
が
迫
り
、
前
市
を
深
い
神
戸
潜
に
閉
ま
れ
た
地
理
的

条
件
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
克
服
す
る
た
め
、
背
山
の
住
宅
団
地
造
成
と
海
閣
の
埋
立
事
業
と
い
う
両
国
作
戦
が
と
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
の
工
事
に
は
災
害
を
ど
う
防
ぐ
か
、
深
い
海
で
の
埋
立
工
事
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
難
問
が
あ
っ
た

が
、
な
か
で
も
東
西
交
通
を
ど
う
横
切
る
か
が
難
問
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
鶴
甲
山
か
ら
の
地
下
コ
ン
ベ
ヤ
ー
（
関
付
）
、
高
倉
山
か
ら
一
の
谷
の
空
中
コ
ン
ベ
ヤ
i
、
渦
ケ
森
か
ら
の
住
吉
川

河
床
道
路
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
都
市
づ
く
り
に
お
け
る
「
匠
の
時
代
し
に
ふ
さ
わ
し
い
技

術
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。

東
問
埋
立
地
の
完
成
は
、
神
戸
経
済
に
と
っ
て
カ
ン
フ
ル
剤
と
な
っ
た
。
こ
と
に
神
戸
製
鋼
所
の
灘
浜
工
場
（
東
部
第
一
工
区
）

土
、
目
和

二
年
に
着
工
し
、
一
一
一
十
四
年
第

号
高
炉
の
完
成
に
よ
っ
て
神
戸
産
業
の
一
大
拠
点
を
構
築
し
た
。

そ
し
て
商
部
埋
立
地
に
は
三
菱
電
機
を
は
じ
め
と
す
る
基
幹
産
業
の
進
出
を
み
、
ま
た
、
神
戸
港
の
機
能
を
補
完
す
る
雨
業
・

流
通
基
地
と
な
っ
た
。
総
商
積
五
四
一
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
た
し
か
に
大
き
な
威
力
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
埋
立
地
は
同
時
に
、
都
市
基
盤
用
地
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
都
市
空
間
の
創
出
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て

1024 経済成長と事IJ)ITIJ政tn六ff:



第 一節湾i度成長と神戸緩済

図 36 1援立地および関連住宅団地の造成

表 218 埋立地および関連住宅団地の造成

i援 立 地 ［玄

第事
東部（第1～4工区）

j羽業 西部（第1～3工区） 70 104 890 

第事
ポートアイラ γ ド ネ1 2,300 436 8,000 

一 六甲プイランド *2 5, 400 580 12,000 
j切業

ポートプイランド 2 S, 200 I 390 9,200 

造成問士th 間稼 計図人 口

ha 人

総 時l 46 5,400 

1/i司 森 38 5, 700 

高倉台 96 12,000 

名 谷 276 36,000 

Wt 尾 142 12,000 

*l ほかによ物残設＼＂13,000位内，＊2li'ill古7,ODO億円

露協壊立地

仁コ住宅街地

r!B32～ 43 

昭41～ 55

昭47～平 4

昭61～平 8

事業期間

年度
昭34～ 43

aP,36～ 45 

昭36～ 56

昭44～ 56

fip,46～ 57 

資料：神戸都市問題研究所（昭和56年）叩11戸／海上文化都市へのfllt!El~，神戸市都市計測局
?:pj1戸の都市計繭a

I02ラ j波災説li!lV 近代・ JJL代



総生肢の均三次推移（神戸市と金l主l〕表 219
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同 (I＇！＜］民総支 IL¥)

100 

193 

390 

871 

1, 764 

2,844 

3, 771 

4, 708 

3、ー

8, 

16,662 

33,673 

75, 152 

152, 209 

245, 360 

325,371 

406,245 

100 

204 

378 

778 

1,928 

3,021 

3, 822 

4, 795 

和＂

110, 

225,016 

417, 242 

857,501 

2, 125, 838 

3,330,835 

4, 213, 727 

5, 286, 736 

次

昭和30年

35 

40 

45 

50 

55 

60 

平成 1

主I~

は
な
ら
な
い
。
下
水
処
恕
場
、
ご
み
焼
却
場
、
高
校
の
敷
地
用
地
な
ど
多

く
の
生
活
施
設
が
立
地
し
た
こ
と
で
あ
る
。

2 

産
業
構
造
の
宿
命

し
か
し
こ
の
よ
う
な
東
商
海
市
域
立
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

伸
び
悩
む

神
戸
経
済

神
戸
市
の
経
済
成
長
率
は
大
都
市
と
し
て
は
低
か
っ
た
。

表
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
全
国
の
伸
び
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
地
盤
沈
下
の
原
悶
は
、
早
く
か
ら
第
一
に
、
産
業
構
造
が

必
ず
し
も
、
高
付
加
価
値
・
高
成
長
型
の
ハ
イ
テ
ク
型
で
な
く
、
重
一
工
業

型
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
神
戸
経
済
の
ア
キ
レ
ス
艇
は
、
大
手
重
工
業

と
零
細
下
諦
企
業
と
い
う
こ
級
分
化
の
構
造
を
示
し
て
お
り
、
悶
際
競
争

資料： r神戸市‘統計会

力
・
技
術
部
発
力
に
優
れ
た
中
堅
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
開
が
部
い
こ
と
で
あ

った。第
二
に
、
国
土
・
経
済
構
造
か
ら
み
て
、
東
京
へ
の

極
集
中
、
大
阪
・

名
古
屋
・
福
岡
な
ど
の
広
域
中
心
部
市
へ
の
集
積
が
続
い
た
こ
と
に
あ
っ

た
。
そ
の
象
徴
的
現
象
が
本
社
機
能
の
東
京
・
大
阪
へ
の
移
転
で
あ
っ
た
。

1026 2nノ＼If；：経済成長と神戸市政



1r:1度成長とやfl戸絞済

表 220 株式上場企業本社数の都市別推移

II隠明治46.fド 昭 和10年昭和25年昭和351r:T＝＇昭和 52＇年昭和 57年附和61年
制（1907) (1935) (1950) (1960) (1977) (1982) (1986) 

1 1東京 161 東京 328 東京 413 東京 595 東京 828 jj従来 887 東京 893 

2 ！大紋 52 大阪 125 大紋 113 大IIBt 185 大阪 251 大阪 265 大阪 316

3神戸 27 神戸 26 神戸 28 名古段 65 名古屋 65 名古屋 69 名古屋 68

41横浜 26 名食産 23 名古屋 24 神戸 43 神戸 39 神戸 41 神戸 42 

51名古原 19 横浜 16 横浜 19 横浜 23 京都 36 5支部 38 京都 41 

61 京都 16 京都 20 横浜 33 横浜 36 綴浜 32 

I Jll崎 26 川崎 22 福附 23 

資料：日本経済新制社 r日経会社主手鈴白神戸市市長総局 rm政均さrss~ H召和63年

第一節

こ
と
に
昭
和
一
一
一
十
一
一

工
、
問
一
一
一
十
九
年
の
山
下
汽
船
の
合
併
に
と
も

。〉

新

な
う
東
京
移
転
な
ど
、

い
ず
れ
も
神
戸
を
代
表
す
る
金
業
だ
け
に
大
き
な
衝
撃
な
与

え
た
。
そ
の
後
も
こ
の
傾
向
は
平
成

の
太
陽
神
戸
銀
行
（
現
在
の
さ
く
ら
銀
行
）
の

東
京
移
転
、
平
成
三
年
の
日
本
毛
織
の
大
阪
移
転
と
続
い
て
い
る
。

も
っ
と
も
昭
和
五
十
九
年
に
は
ダ
イ
エ
ー
本
社
の
神
戸
移
転
な
ど
も
あ
り
、
表
問

に
み
る
よ
う
に
、
本
社
機
能
は
依
然
と
し
て
多
い
が
、
総
体
的
な
比
震
の
低
下
は
否

定
で
き
な
い
。

第
三
に
、
神
戸
市
の
地
理
的
条
件
が
工
場
の
大
規
模
化
に
は
む
か
な
か
っ
た
。
神

戸
製
鋼
所
、
川
崎
市
一
工
、
川
崎
製
鉄
な
ど
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
s

を
め
ざ
し
て
成

長
し
て
い
っ
た
が
、
神
戸
市
内
に
は
そ
れ
に
必
要
な
広
大
な
用
地
を
見
出
す
こ
と
は

不
可
能
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
技
術
本
新
を
背
景
に
し
た
大
規
模
化
に
よ
る
合
理
化
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
は
百
万
坪
単
位
の
埋
立
用
地
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
神
戸
市
内
で
は
不
可
能
で
、

そ
の
た
め
川
崎
製
鉄
は
昭
和
二
十
六
年
に
は
千
葉
へ
、

十
六
年
に
は
水
島
へ
、
祢

一
戸
製
鋼
所
は
昭
和
問
十
一
年
加
古
川
へ
、
川
崎
重
工
は
昭
和
田
十
一
年
坂
出
な
ど
へ

主
力

の
建
設
地
を
求
め
て
い
っ

第
四
に
、
神
戸
市
に
あ
っ
て
中
際
企
業
の
発
展
が
な
か
っ
た
。
大
企
業
と
下
請
余

近代・現代）官~'ii:総 IVro27 



市内主要工場の従業員推移

』令～～～君～主～ー～名一 ～ 年次
昭和45I昭和55I平成 l

45～ 1年
上自滅率

川神戸崎重，兵工業隊， 商事II工場
人 人 人 % 

13,370 8 132 4,386 -67. 2 

三神菱戸造重工船所業 11,083 7 112 6,261 43.5 

三神菱戸電製気作所 4, 104 4,459 3,432 16.4 

神神戸戸製製鋼鉄所所， 校庭事業所 9,537 6,234 3,012 68.4 

川阪崎神製製鉄造所:tr合工場 3,455 2,374 711 …79.4 

メ＇＂〉、 音ト 41,549 28, 311 17,802 -57. 1 

業
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
親
企
業
へ
の
依
存
度
が
大
き
く
、
独
立
し
た
中
堅

金
業
の
発
生
・
成
熟
す
る
土
壌
を
欠
い
て
い
た
。

」
う
し
た
経
済
開
発
上
の
ハ
ン
デ
ィ
に
加
え
て
つ
近
畿
圏
の
既
成
都
市

区
域
に
お
け
る
工
場
仙
寺
の
制
限
に
関
す
る
法
律
L

（
昭
和
三
十
九
年
七
月
一
一
一

表 221

日
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
た
め
既
成
市
街
地
で
の
工
場
新
増
設
が
禁
止
さ

れ
、
工
場
の
流
出
が
続
い
た
。

資料・匂了側IDE券報告'll:t~，ワ：業統計』

こ
の
よ
う
な
傾
向
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
昭
和
問
十
八
年
十
月
に

始
ま
っ
た
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
で
、
こ
の
た
め
表
仰
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

主
力
工
場
に
あ
っ
て
は
半
分
近
く
の
人
員
削
減
を
み
て
い
る
。
ま
さ
に
震

工
業
中
心
時
代
の
終
り
を
告
げ
る
現
象
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
下
に
あ
っ
て
、
神
戸
の
地
場
産
業
た
る

ゴ
ム
工
業
の
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
i
ズ
、
食
料
品
の
潟
、
洋
菓
子
な
ど
は
神
戸

ブ
ラ
ン
ド
を
も
っ
て
生
き
残
っ
て
い
き
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
土

わ
ら
ず
、
高
級
化
に
よ
っ
て
、
危
機
を
乗
り
切
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

壌
と
な
る
。
こ
と
に
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
i
ズ
は
円
高
に
よ
る
打
撃
に
も
か
か

神
戸
貿
易

港
の
再
生

神
戸
は
神
戸
港
と
と
も
に
発
展
し
た
都
市
で
あ
り
、
神
戸
港
の
硲
衰
は
そ
の
ま
ま
神
戸
経
済
の
発
展
を
左
右

し
た
。
今
日
で
も
港
湾
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
神
戸
経
済
の
半
分
が
神
戸
港
に
依
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

I028 絞iJ'i成長と神戸市政第六市：



高度成長と神戸経済第一節

百万円
206,654 

458,975 

神戸港主要経済指標と対全l認比の推移表 222

ノ＼
,J 

昭和30年

平成 1年

区

神
戸
港

% 
23.23 

8.49 

% 
41. 95 

12.65 

% 
10. 19 

3.43 

% 
26.43 

15. 51 

% 
5. 17 

7. 42 

% 
0.63 

1. 13 

昭和30年

平成 1年

い
る
。ま

ず
神
戸
貿
易
業
を
み
る
と
、
表

mに
み
る
よ
う
に
、
対
全
国
比
で
は
昭
和
三
十
年
に

比
し
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
は
大
き
く
落
込
ん
で
い
る
。
戦
前
の
昭
和
九
な
い
し
十

資料：神戸市浴消防 F神戸港大観a，神戸税関 r外国叉易年表a

年
で
み
る
と
、
わ
が
国
の
輸
出
入
の
一
一
一
分

の
一
を
占
め
、

日
本
を
代
表
す
る
貿
易
港

で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
そ
の
比
重
は
次
第

六甲アイランドのコンテナノミース

に
低
下
し
て
い
っ
た
。

つ
い
で
海
運
業
を
み
る
と
、
戦
前
は
日

本
郵
船
、
大
阪
高
船
な
ど
を
別
と
し
て
、

ほ
と
ん
ど
が
神
戸
市
に
本
社
ま
た
は
主
力

業
務
を
置
い
て
い
た
が
、
戦
後
は
海
運
大

集
約
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
九
年
に
は
日
本

汽
机
師
、
大
関
海
運
な
ど
、
海
運
大
手
が
東

写真 87

京
本
社
に
移
っ
た
。
そ
し
て
川
崎
汽
船
、

明
治
海
運
、
太
洋
海
運
、
乾
汽
船
、

汽
机
加
が
残
る
の
み
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
神
戸
港
は
日
本
を
代
表
す
る

近代・現代日差Eた結HI1029 



貿
易
港
で
あ
り
、
増
加
す
る
貨
物
に
対
処
す
る
た
め
、
戦
後
も
一
貫
し
て
港
湾
機
能
の
拡
充
が
統
け
ら
れ
た
。
こ
と
に
戦
後
改

平
の
一
環
と
し
て
、
神
戸
港
の
管
理
権
が
神
戸
市
に
移
管
さ
れ
、
神
戸
市
は
市
街
地
再
開
発
の
一
環
と
し
て
も
、
港
湾
機
能
の

建
設
・
拡
充
に
力
を
注
い
だ
。

港
湾
整
備
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
第
七
突
堤
が
完
成
し
、
以
後
、
第
八
突
堤
、
摩
耶
埠
頭
と
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
十
二
年
九
月
十
八
日
に
は
、

日
本
で
は
じ
め
て
の
コ
ン
テ
ナ
荷
役
が
摩
耶
埠
頭
で
行
わ
れ
、

コ
ン
テ
ナ
船
時
代

が
開
か
れ
た
。
以
後
、
神
戸
港
は
ポ
l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ポ
！
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
第
二
期
と
、
続
々
と
コ
ン

テ
ナ
場
頭
合
整
備
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
神
戸
港
は
、
後
背
地
へ
の
連
結
を
強
化
し
な
が
ら
、
名
実
と
も
に
全
国
一
の
コ
ン

一
ア
ナ
港
と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
交
通
施
設
で
は
、
表
六
甲
有
料
道
路
が
昭
和
三
十

年
に
開
通
し
、
以
後
、
裏
六
甲
、
六
甲
ト
ン
ネ
ル
と
開
通
し
て

い
っ
た
。
ま
た
、
坂
神
、
抜
急
、
山
陽
、
神
戸
の
各
郊
外
電
鉄
を
連
結
し
た
神
戸
高
速
鉄
道
が
昭
和
田
十

開
通
し
た
。

こ
の
よ
う
な
神
戸
港
機
能
の
拡
充
の
た
め
、
交
通
網
整
備
に
よ
る
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
最
大
の
ブ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
明
石
架
橋
の
建
設
で
あ
っ
た
。

こ
と
に
原
口
忠
次
郎
は
、
戦
前
、
内
務
省
神
戸
土
木
出
張
所
長
時
代
か
ら
「
夢
の
か
け
橋
L

と
し
て
の
明
石
架
橋
の
提
唱
者

で
あ
り
、
神
戸
市
長
と
な
っ
て
か
ら
本
格
的
に
建
設
へ
の
運
動
を
展
開
し
た
。

民
間
で
も
経
済
界
が
中
心
と
な
り
つ
明
石
・
鳴
門
海
峡
架
橋
期
成
同
盟
L

が
昭
和
一
一
一
十
七
年
に
結
成
さ
れ
、
翌
昭
和
三
十
八

年
に
は
河
野
一
郎
建
設
大
臣
を
招
い
て
、
神
戸
国
際
会
館
大
ホ
l
ル
で
架
橋
促
進
市
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
実
現
へ
の
活
発
な

運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

1030 i'l'.J六五主総淡成長と神戸市政



第
二
節

政
治
革
新
と
環
境
保
全

政
治
革
新
の
波

進
む
多
党

化
傾
向

高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
に
か
け
て
の
神
戸
政
界
は
、
国
・
地
方
政
治
を
間
わ
ず
、
多
党
化
の
傾
向
を
た
ど
っ

た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
五
五
年
体
制
の
動
揺
に
と
も
な
う
全
国
的
傾
向
で
あ
る
が
、
神
戸
政
界
も
は
っ
き
り
と

変
貌
止
を
と
げ
て
い
た
。

表
出
に
み
る
よ
う
に
、
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

十
年
代
、
自
社
両
党
の
支
配
体
制
と
し
て
自
民

、
社
会
二
が
指
定
席

政治革新と環境保全

と
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、

四
十
年
代
に
入
る
と
こ
の
白
、
社
の
独
占
が
崩
れ
、
自
民
、
社
会
、
民
社
、
公
刻
、
共
産
の
五

党
が
激
し
く
議
席
を
争
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
五
十
四
・
五
十
八
年
選
挙
で
は
完
全
な
多
党
化
現
象
を
皐
し
た
。
大
勢
と
し
て
は
四
十
年
代
後
半
か
ら
、
砂
間
設
一
民
、

正［
ヂj二

、
…
向
上
良
雄
、
渡
部
一
郎
、
浦
井
洋
、
永
江
一
仁
の
五
党
六
人
が
激
し
く
五
議
席
を
争
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

市
議
会
選
挙
に
あ
っ
て
も
こ
の
多
党
化
現
象
は
、
表
出
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
商
政
選
挙
と
同
じ
歩
調
で
進
ん
だ
。

近代・現代隆史説話Nro31 



衆議院議員の党派Jjlj推移（兵!iii1区出神戸市）表 223

。

。
。

0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

。。
。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

選挙年月日

年月日
昭和30. 2.27 

33. 5.22 

35. 11. 20 

38. 11. 21 

42. 1. 29 

44. 12. 27 

47. 12. 10 

51. 12. 10 

54. 10. 7 

55. 6. 22 

58. 12. 18 

61. 7. 6 

平成 2. 2. 18 

。。 。
（注） i当自民主党総には日本民主党・自由党を，日本社会党総には｜司布if<・1己rnを，民社党側l己は民主

社会党を含む。

計

昭和30年 17 16 4 23 60 

34 29 21 *14 64 

38 31 16 6 8 1 6 68 

42 26 14 12 10 3 3 68 

46 25 13 12 7 10 68 

50 25 10 14 8 10 68 

54 26 9 13 11 11 同 2 72 

58 22 13 16 11 10 72 

62 20 14 15 12 9 2 72 

平成 3 26 14 13 10 8 1 72 

市議会政党派状況の推移 （単位：人）

川両氏i州首：日 I I Iヨ本共 j無所属 i無所属ム
主党 ｜会党 ［公明党 j民社党 Iiii i革新 ｜保守 口

表 224

王手

（注） 自由民主党樹l己は日本民主党・鴎自党を，社会党械には悶右派・左派を，公明党欄には公明政治

辿j盟を，民社党機11'.は民主社会党を合む。

＊中小企業政治i立l¥fil2人を合む。＊＊新自由クラブ l人を合む。

1032 第六主主経済成長と神戸市政



政治不新と環境保全第二節

宮崎市長政党支持関係の推移

選挙年 支持政党提携関係 対立候補政党提携関係 投紫率

昭和44年 岳民・民社推薦，社会市議団支持 共産支持 37. 9% 

48 社会・公明・民社・共産支持 自民支持 59. 0 

52 自民・社会・公明・民社・共産支持 24. 7 

56 ，， 20.5 

60 // 22.4 

表 225

昭
和

)¥ 

，－－.、

九
六
一
三
年
で
初
め
て
公
明
・
共
産
両
党
が
議
席
、
を
確
保
し
、
民
社
が

社
会
党
か
ら
分
離
し
、
選
必
ず
な
迎
え
て
党
派
を
名
乗
る
な
ど
多
党
化
の
兆
し
が
み
ら
れ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
十
ニ
年
以
降
、
こ
の
多
党
化
が
定
着
し
て
い
っ
た
。

宮
崎
市
政

の
誕
生

昭
和
四
十
四
年
戦
災
復
興
、
経
済
基
盤
の
拡
充
と
、
戦
後
神
戸
の
基
盤
づ

く
り
に
貢
献
し
た
原
口
市
長
が
引
退
し
た
。

か
わ
っ
て
原
口
市
政
の
下
、
助
役
で
あ
っ
た
宮
崎
市
長
が
誕
生
し
た
。
宮
崎
市
政
は
形

式
的
・
実
質
的
に
も
原
口
市
政
の
開
発
行
政
を
継
承
す
る
が
、
時
あ
た
か
も
革
新
自
治
体

の
誕
生
、
反
公
害
市
民
運
動
な
ど
が
胎
動
す
る
激
動
期
で
あ
っ
た
。

資料：：神戸市遼挙管理委員会 T選挙の記録a

し
か
も
神
戸
経
済
は
高
度
成
長
が
終
り
、
重
工
業
が
低
迷
す
る
と
い
う
構
造
的
要
問
か

ら
、
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
う
え
、

オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
大
き
な

打
撃
を
被
っ
た
。

宮
崎
市
政
は
当
初
か
ら
、
こ
の
卒
新
自
治
体
・
市
民
運
動
が
め
ざ
す
「
開
発
か
ら
保
全

へ
」
「
成
長
か
ら
福
祉
へ
」
と
い
う
流
れ
と
、

神
戸
経
済
振
興
の
た
め
の
開
発
推
進
、

経

済
振
興
と
い
う
流
れ
と
の

yね
じ
れ
現
象
hu

を、

い
か
に
調
整
し
つ
つ
市
政
運
営
の
舵
と

り
を
す
る
か
と
い
う
政
策
の
選
択
を
泊
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
政
治
基
盤
も
市
政
方
針
も
揺
れ
動
き
、
政
党
問
の
対
立
、
市
民
と
の
不
協
和

音
が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
中
一
夜
間
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
宮
崎
市
政
の
政
治
基
盤
は
、
お
一

近代・攻代歴史編N1033 



初
、
保
守
・
中
道
で
あ
っ
た
が
、
二
期
自
に
は
本
新
を
か
か
げ
自
民
と
対
決
し
、
一
一
一
期
日
は
全
党
与
党
と
い
う
大
連
合
と
な
っ

た
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
昭
和
四
十
八
年
再
選
を
め
ざ
す
宮
崎
市
政
に
と
っ
て
最
大
の
試
練
が
訪
れ
た
。
そ
れ
は
神
戸
沖
空
港

を
め
ざ
す
方
針
に
対
し
て
、
公
害
空
港
建
設
反
対
を
唱
え
る
住
民
運
動
の
胎
動
で
あ
っ
た
。

昭
和
田
十
八
年
と
い
う
時
期
は
、
革
新
自
治
体
に
よ
る
政
治
変
革
の
う
ね
り
が
最
高
潮
に
達
し
た
と
き
で
、
横
浜
市
を
は
じ

め
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
大
都
市
が
続
々
と
革
新
市
長
に
か
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
と
に
半
年
前
に
行
わ
れ
た
名
古
屋
市
長
選

で
一
一
一
選
を
め
ざ
す
保
守
系
現
職
が
革
新
系
新
顔
に
敗
北
す
る
と
い
う
事
態
が
神
戸
市
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

空
港
賛
成
か
反
対
か
が
大
き
な
選
挙
の
争
点
で
あ
っ
た
。
宮
崎
市
長
は
、
空
港
反
対
を
表
明
し
、
推
進
側
の
保
守
系
候
補
と

の
間
に
か
つ
て
な
い
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
宮
崎
支
持
政
党
は
オ
1
ル
革
新
と
な
り
、
社
会
、
民
社
、
公
明
に
共
産

党
も
相
乗
り
の
形
と
な
っ
て
、
全
野
党
共
闘
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
自
民
党
は
現
市
長
の
革
新
表
明
に
と
ま
ど
い
を
み

せ
た
が
、
急
ぎ
前
衆
議
院
議
員
の
砂
防
重
民
を
自
民
党
推
薦
で
対
抗
馬
と
し
て
立
て
、
保
革
が
真
正
聞
か
ら
空
港
を
選
挙
争
点

と
し
て
闘
う
と
い
う
政
党
対
立
、
選
挙
争
点
の
き
わ
め
て
明
確
な
選
挙
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
八
日
、
宮
崎
辰
雄
二
八
万
八
九
六
四
票
、
砂
間
重
民
一
一
山
万
四
六
八
七
票
と
い
う
僅
差
で
宮
崎
辰

織
が
再
選
を
果
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
後
の
市
長
選
は
信
任
投
票
に
等
し
く
、
大
き
な
争
点
も
な
く
推
移
し
た
。
宮
崎
市
長
は
そ
の
政
治
的
安
定

の
上
に
、
経
済
振
興
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

1034 経淡成長と神戸市政第六室主
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環
境
行
政
の
展
開

人
間
環
境
都

市
の
宣
言

こ
の
よ
う
に
革
新
自
治
体
の
誕
生
、
市
民
運
動
の
活
動
が
み
ら
れ
る
と
、
神
戸
市
政
に
も
大
き
な
軌
道
修
正

が
み
ら
れ
た
。
宮
崎
市
政
で
は
当
初
か
ら
、
開
発
か
ら
保
全
へ
と
方
向
転
換
を
め
ざ
し
て
、
強
力
な
公
害
対

策
行
政
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
政
策
転
換
の
背
景
に
は
、
全
国
的
な
反
公
害
運
動
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
熊
本
・
新

潟
水
俣
病
、

つ
い
で
四
日
市
端
息
が
発
生
し
、
以
後
、
続
々
と
発
生
す
る
被
害
に
触
発
さ
れ
て
、
環
境
保
全
を
求
め
る
市
民
運

動
は
次
第
に
う
ね
り
を
増
し
て
い
っ
た
。

神
戸
の
公
害
問
題
は
そ
れ
以
前
に
、
東
部
工
場
地
帯
を
中
心
に
発
生
し
て
い
た
。
市
は
昭
和
一
一
一

月

等
公
府
中
間
対
策
協
議
会
L

を
発
足
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
神
戸
製
綿
所
が
昭
和
三
十
五
年
脇
浜
工
場
に
、
川
崎
製
鉄
も
昭
和
一
一
一
十

政治革新と環境保全

七
年
菩
合
工
場
に
そ
れ
ぞ
れ
集
盛
装
躍
を
完
成
さ
せ
、

い
わ
ゆ
る
寸
赤
い
煙
」
問
題
は
解
決
へ

歩
前
進
し
た
。

神
戸
市
は
昭
和
三
十
九
年
五
月
に
衛
生
局
に
公
害
対
策
課
を
新
設
し
、
公
害
苦
情
処
理
に
対
処
し
て
い
く
が
、
生
産
活
動
の

場
大
と
と
も
に
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
降
下
媒
騒
な
ど
の
状
況
は
態
化
を
た
ど
っ
た
。

し
か
し
、
公
害
を
防
止
し
都
市
環
境
を
守
る
た
め
に
、
神
戸
市
は
昭
和
四
十
七
年
七
月

一
日
人
間
環
境
都
市
宣
言
を
行

第二節

ぃ
、
つ
い
で
つ
神
戸
市
民
の
環
境
を
ま
も
る
条
例
し
（
珠
境
条
例
）
を
制
定
し
た
。

こ
う
し
て
福
祉
、
消
費
者
保
護
、
ゴ
ミ
問
題

も
含
め
た
総
合
的
な
都
市
環
境
の
回
復
を
め
ざ
し
た
。
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公害防止協定一覧表 226

業企日月年定m 

1社 2工場

JIJI'崎設工，三菱重工など
11社14工場

住友ゴム，川崎製鉄など
15社15工場

甲南ユーティリテイなど
1社関係14社

事Jt戸ヤクノレト，新明和など
18社20工場

神戸製鋼昭和何年7月24日

昭和46年 3月初日

昭和46年 4月22日

昭和46年 8月31日

昭和47年 3月28日

1.2 

lサl

1.0 

0.9 

0.8 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.3 

0.1 

第 i次協定

第 2次協定

第 3次協定

第4次協定

第5次協定

環
境
条
例
に
も
と
づ
き
、
神
戸
市
は
四
十
年
代
後
半
か
ら
本
格
的
な
対
策
に
の
り
だ
し
た
。
大
気
の
場
合
は
、
そ
の
理
論
は

神
戸
ボ
ッ
ク
ス
論
で
、
六
甲
山
地
と
い
う
患
と
逆
転
層
と
の
向
の
一
定
空
気
容
量
の
な
か
で
の
、
排
出
汚
染
盆
は
限
ら
れ
る
と

い
う
設
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
論
に
よ
る
総
排
出
量
を
抑
え
る
た
め
の
具
体
策
が
練
ら
れ
、
住
民
参
加
の
公
的
一
一
消
防
止
協
定
が
、

1036 第六章経済成長と神戸市政



表
加
の
如
く
続
々
と
締
結
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
協
定
は
、
当
初
は
、
既
成
市
街
地
内
の
大
手
企
業
を
対
象
と
す
る
大
気
汚
染
・

水
質
汚
潟
に
つ
い
て
の
協
定
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

や
が
て
中
堅
食
業
も
協
定
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、

石
油
系
廃
棄
物
の
処
理
場
に
関
す
る
公
害
防
止
協
定
（
神
戸

石
油
事
業
協
同
組
合
）
、

甲
山
水
質
汚
潟
防
止
協
定
（
六
印
山
上
の
ホ
テ
ル
・
保
養
所
等
九
社
）
、

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
所
に
関
す
る
公
害
防
止
協
定
（
関
西
電
力
）
、
メ
ッ
キ
・
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
公
害
防

政治卒新と環境保全第二節

止
協
定
（
神
戸
メ
ヅ
キ
・
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
）
、

産
業
蕗
楽
物
の
処
理
場
に
関

す
る
公
害
防
止
協
定
（
川
崎
議
工
等
一
一
一
社
）
な
ど
に
対
象
を
広
げ
て
い
っ
た
。

須磨沖で：71<質調査中の肢視船

こ
の
よ
う
な
公
害
対
策
行
政
に
よ
っ
て
市
内
の
公
害
は
急
速
に
抑
制
さ
れ
、

環
境
は
改
善
さ
れ
て
い
き
、
例
え
ば
大
気
中
の
硫
黄
般
化
物
濃
度
は
、

四
十

四
年
を
ど
i
ク
に
、
五
十
年
に
は
四
分
の
一
に
ま
で
抵
下
し
た
（
凶
幻
）
。

公
害
防
止
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
政
策
の
努
力
は
水
質
の
国
で
も
次
の
よ

う
な
成
果
を
生
ん
だ
。
須
磨
の
海
水
浴
場
も
坂
神
間
で
残
さ
れ
た
唯
一
の
海

水
浴
場
と
し
て
、

四
十
年
に
は
ニ
、
一
一
一

O
万
人
だ
っ
た
利
用
者
も
、
海
水
浄

化
と
比
例
し
て
五
十
年
に
入
っ
て
八

O
万
人
に
伸
び
、

五
十
一
二
年
に
は
二
二

写r{88 

O
万
人
に
ま
で
伸
び
た
。
市
内
の
住
吉
川
に
魚
が
泳
、
ぎ
、
子
供
述
が
水
遊
び

し
て
い
る
風
景
は
、
大
都
会
の
ど
真
中
の
河
川
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
風
景
で
あ
ろ
う
。

昭
和
一
一
一
十
年
後
半
か
ら
昭
和
田
十
年
前
半
に
か
け
て
、
神
戸
市
は
人
為
的 ム

ノ＼
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災
害
で
あ
る
公
害
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
同
時
に

rH然
的
災
害
で
あ
る
山
崩
れ
、
高
潮
に
毎
年
の
よ
う
に
襲
わ
れ
た
。

表
加
に
み
る
よ
う
に
昭
和

六
、
四
十
二
年
の
豪
雨
で
は
死
者
も
多
く
、
市
民
の
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
三
十
六
年
災

容
の
起
こ
る
前
年
、
都
市
ス
プ
ロ
l
ル
の
波
が
六
甲
山
麓
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
神
戸
市
は
昭
和
一
一
一
十
五
年
四
月
、
全

闘
で
初
め
て
の
「
傾
斜
地
に
お
け
る
土
木
工
事
の
競
制
に
関
す
る
条
例
L

を
定
め
、
危
険
地
で
の
取
締
り
、
防
災
工
事
を
義
務

付
け
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
地
方
条
例
の
悲
し
さ
で
届
出
制
と
な
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
昭
和
三
十
六
年
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
宅
地
造
成
地
崩
壊
と
い
う
悲
劇
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
災
害
を
契
機
に
、
神
戸
市
は
他
の
自
治
体
と
と
も
に
強
力
な
実
効
あ
る
規
制
な
法
律
な
も
っ
て
行
う
よ
う
悶

害災然

古~－堤防
決壊

橋言及
流失

道路
｝封接

§i 所所

雨金 472.lmm 62 

209 

29 

5 

21 

37 

580 

230 

87 

63 

87 

に
働
き
か
け
た
。
そ
の
結
果
昭
和
三
十
七
年
、
宅
地
造
成

に
伴
う
工
事
に
つ
い
て
災
容
の
防
止
の
た
め
必
要
な
規
制

を
行
う
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
二
年
に
は

ハ
年
を
上
回
る
集
中
京
雨
に

見
舞
わ
れ
、
ま
た
も
大
被
害
を
被
る
が
、
そ
れ
で
も
昭
和

十
一
ニ
年
と
悶
規
模
の
降
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
被
害
は
二
十

分
の
一
以
下
で
済
ん
だ
の
は
、
表
六
甲
の
砂
肪
工
事
お
よ

び
河
川
改
修
工
事
の
進
展
と
、
法
律
に
基
づ
き
宅
地
造
成

に
伴
う
災
害
の
防
止
に
努
め
た
結
果
で
、
不
幸
中
の
幸
で

あ
っ
た
。
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政治不新と環境保全
lrft-" ~· ；~ 

P特ー・郎

白な

2守， 762

トヒ

7, 759 

表 227

総雨 前線
復 ITT

（昭36.6.24～27) 

（区分）
（年・月・日）

第 2室戸台風
(l1H36. 9. 16) 

台風第 20号
（昭39.9. 25) 

861 51 

ま
た
、
神
戸
市
は
昭
和
一
一
一
十
九
年
の
台
風
ニ
十
号
、

近代・ 2晃代

~CJ 

十
年
の
台
風
二
十

一
十
四
号
の
高
潮
に
よ
っ
て
手
痛

い
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
臨
時
海
岸
訪
災
本
部
を
設

日を3と講話N

置
し
、
防
潮
堤
の
高
さ
を
従
来
よ
り
ご
メ
ー
ト
ル
高
く
し
、

ボ
リ
ュ

i
ム
宏
一

に
す
る
突
貫
工
事
を
遂
行
し
、

今
日
見
る
由
い
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
護
ら
れ
た
一
大
防
瀬
淀

工
事
を
完
成
し
た
。

生
活
福
祉
行

政
の
展
開

市
民
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に

公
害
・
防
災
行
政
に
加
え
て
福
祉
・
環

（注） *1 E霊鎚，＊2流出を含む。

資料： r神戸市地域防災計似品昭和63年度

境
行
政
も
進
め
ら
れ
た
。
高
度
成
長
期
、
立
連
れ
た
福
祉

施
設
に
対
す
る
市
民
の
不
満
が
噴
出
し
、

「
ポ
ス
ト
の
数

ほ
ど
保
育
所
を
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
市
民

運
動
の
圧
力
が
行
政
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
民

の一一
156
ズ
に
呼
応
し
て
、
神
戸
市
政
も
福
祉
を
充
実
し
て

い
っ
た
。
市
内
保
育
所
は
昭
和
一
一
一
十
年
一
一
一
四
カ
所
、

五
年
四
一
カ
所
、

四
十
年
四
一
一
カ
所
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

五
十
五
年

1039 

四
十
五
年
六
人
カ
所
、

4
L
4
戸「

百
J

一

／
J

O
六
カ
所
、



問
。
カ
所
と
急
速
に
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
方
、
昭
和
四
十
七
年

月
に
は
一
六
万
人
の
つ
六
五
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化
L

誼
接
請
求
が
成
立
し
、

四
十
八
年
、
六

五
歳
老
人
医
療
費
無
料
化
が
実
施
さ
れ
、
福
祉
元
年
が
文
字
ど
お
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
時
期
、
同
和
対
策
行
政
も
大
き
く
進
展
す
る
。
戦
前
で
は
、
生
回
川
地
区
に
あ
っ
て
は
六

O
一
戸
ば
か
り
の
耐
火
住
宅
が

戦
後
、
容
町
地
涯
に
県
・
市
・
地
元
の

「
不
良
住
宅
改
良
法
」
（
昭
和
二
年
）
に
も
と
づ
き
建
設
さ
れ
た
程
度
で
、
目
立
っ
た
行
政
実
績
は
な
か
っ
た
。

よ
る

「
得
町
地
区
改
議
対
策
委
員
会
」
が
昭
和
二
十
凶
年
に
設
寵
さ
れ
、

っ
神
戸
市
地
区
環
境
整
備
協
議
会
L

が
昭
和
一
一
一
十
四
年
に
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
徐
々
に
体
制
を
整
備
し
て
い
っ
た
。

（
昭
和
三
十
八
年
九
月
十
五
日
）
に
よ
っ
て
も
、
住
宅
水
準
、

し
か
し
、
向
和
地
区
の
状
況
は
「
神
戸
市
同
和
地
底
現
況
調
査
L

（
昭
和
一
一
一
十
四
年
九
月
一
日
）
、
「
神
戸
市
同
和
地
区
状
況
調
査
L

就
業
率
、
所
得
水
準
な
ど
は
き
わ
め
て
低
い
水
準
に
あ

った。こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、
同
和
地
区
突

態
調
査
（
昭
和
四
十
六
年
七
月
）
に
も
と
づ
き
「
神
戸
市
同

和
対
策
事
業
長
期
計
回
L

（
昭
和
四
十
八
年
八
月
）
が
策
定

さ
れ
た
。
こ
の
計
酪
に
も
と
づ
き
悶
和
問
題
の
解
決
に

向
け
て
、
環
境
整
備
対
策
、
福
祉
増
進
対
策
、
生
活
向

上
対
策
、
教
育
人
権
対
策
か
ら
な
る
総
合
的
な
同
和
行

1040 
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政
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
。

以
後
、
今
日
ま
で
物
的
事
業
に
つ
い
て
は
数
次
の
計
聞
に
も
と
づ
き
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
の
神
戸

市
同
和
対
策
協
議
会
の
答
山
中
の
方
針
、
す
な
わ
ち
地
区
住
民
の
自
立
促
進
と
地
区
外
住
誌
の
差
別
意
識
の
解
消
に
重
点
を
偉
い

た
事
業
が
突
泌
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
関
和
地
区
や
同
和
地
区
住
民
を
取
り
ま
く
状
況
は
大
き
く
改
議
さ
れ
て
き
た
が
、
心
理
的

差
別
の
解
消
を
進
め
る
啓
発
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。

環
境
行
政
も
下
水
道
の
整
備
、
公
閣
部
轄
の
拡
大
、
保
全
林
の
質
上
げ
な
ど
財
政
力
安
背
景
に
整
縮
率
の
上
昇
が
み
ら
れ
た

が
、
顕
期
的
な
事
業
は
須
’
躍
の
養
浜
事
業
で
あ
っ
た
。
須
磨
は
自
砂
菅
松
の
天
下
景
勝
の
地
で
あ
る
が
、
砂
浜
は
次
第
に
や
せ

細
っ
て
い
っ
た
。
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
よ
る
妨
災
卒
業
も
考
え
ら
れ
た
が
、
防
災
機
能
と
環
境
保
全
と
を
か
ね
た
養
浜
工
事
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
先
験
的
事
業
は
実
験
的
費
用
も
含
め
て
数
十
億
円
止
を
設
や
し
て
成
功
し
、
須
磨
の
み
な
ら
ず
全
国
の
養
浜

の
先
釧
と
な
っ
た
。

政治革新と環境保全

参
加
・
実
践

製
市
民
活
動

こ
の
時
代
は
ま
た
市
民
運
動
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
全
附
倒
的
に
み
て
も
あ
／
く
の
公
害
反
対
運
動
が
み
ら
れ
た

が
、
神
戸
市
の
市
民
運
動
は
参
加
・
実
践
型
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。

「
問
問
う
丸
山
、
考
え
る
丸
山
、
実
践
す
る
丸
山
い
と
い
わ
れ

田
区
丸
山
地
誌
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、
全
国
唯
一
そ

し
て
初
の
証
書
方
式
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ボ
ン
ド
の
発
行
・
引
受
団
体
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
メ
ッ
カ
」
と
し
て
、
全
国

の
研
究
者
・
運
動
家
の
丸
山
詣
で
が
続
い
た
。

第二ifr'j

ま
た
、
同
区
真
野
地
匿
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
、
公
害
反
対
運
動
か
ら
、
地
域
福
祉
活
動
、
街
づ
く
り
活
動
と
し
て
犠
気

強
く
革
の
絞
運
動
を
展
開
し
、
今
日
で
も
実
践
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
し
て
全
闘
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。

近代・現代日震災編N1041 



こ
の
よ
う
な
市
民
運
動
の
な
か
で
、
最
も
神
戸
ら
し
い
運
動
と
し
て
全
悶
の

注
目
を
集
め
た
の
が
、
神
戸
市
と
神
戸
婦
人
団
体
協
議
会
の
二
人
三
脚
に
よ
る

消
費
者
運
動
で
あ
っ
た
。
神
戸
市
は
昭
和
四
十
九
年
、
環
境
条
例
の
な
か
の
消

神戸市物filfi安定市民会議

費
者
保
護
条
項
を
分
離
・
独
立
さ
せ
て
「
神
戸
市
民
の
く
ら
し
を
ま
も
る
条
例
」

（
消
費
者
保
護
条
例
）
を
制
定
し
た
。

こ
の
条
例
に
も
と
づ
き
、

単
位
価
絡
表
示

（
ユ
ニ
ッ
ト
・
ブ
ラ
イ
シ
ン
グ
）
、
保
証
書
の
添
付
・
表
示
な
ど
の
商
品
表
示
装
機
、

過
大
包
装
排
除
の
た
め
の
包
装
基
準
、

「
民
議
不
介
入
の
原
期
」
を
こ
え
た
出

費
者
訴
訟
援
助
な
ど
、
先
駆
的
行
政
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
神
戸
市
物
価
安
定

市
民
会
議
、
消
費
者
問
題
神
戸
会
議
な
ど
は
、
消
費
者
行
政
の
推
進
に
大
き
な

写真 90

力
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
実
績
に
も
と
や
つ
い
て
消
費
者
、
企
業
、
行
政
が
消
政

者
主
権
実
現
の
た
め
に
努
力
す
る

シ
ス
テ
ム
が
形
成
・
実
施
さ
れ
て

、
っ
こ
o

l

v

d

i

 

こ
の
よ
う
な
合
意
シ
ス
テ
ム
は
企
業
サ
イ
ド
の
姿
勢
と
し
て
批
判
も
さ
れ
た

が
、
先
の
公
害
防
止
協
定
と
同
じ
よ
う
に
市
民
参
加
と
い
う
神
戸
市
の
市
民
風

土
を
い
か
し
た
特
色
あ
る
行
政
遂
行
・
市
民
運
動
で
も
あ
っ
た
。

」
の
ほ
か
に
、
市
民
参
加
型
の
独
自
の
運
動
を
展
開
し
た
の
が
、

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
活
躍
で
あ
っ
た
。
全
国
一
の
生
活
協
同

組
合
と
し
て
の
実
力
を
背
景
に
し
て
、
文
化
・
福
祉
・
環
境
運
動
の
簡
で
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。
例
え
ば
っ
コ

l
プ
く

1042 m六：本経前Jえi毛と神戸市政



ら
し
の
助
け
合
い
の
会
」
の
活
動
は
、
組
合
相
互
で
在
宅
サ

i
ビ
ス
を
す
る
も
の
で
、
安
価
で
か
つ
安
心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と

ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
問
題
に
つ
い
て
い
ち
早
く
っ
コ
l
ブ
こ
う
べ
環

し
て
そ
の
活
動
時
間
は
年
間

万
時
間
な
こ
え
て
い
る
。

ト
レ
イ
の
閤
収
、
過
大
包
装
の
追
放
な
ど
市
民
的
実
践
運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

境
問
題
推
進
室
」
を
設
殺
し
、

こ
の
よ
う
に
神
戸
の
福
祉
・
環
境
行
政
は
、
表
別
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
先
導
的
条
例
の
取
組
み
と
、
市
民
参
加
型
の
住
民
活

動
と
が
相
ま
っ
て
浪
閲
さ
れ
た
。

神
戸
市
政
は
こ
の
よ
う
に
ハ

i
ド
の
留
の
み
で
な
く
、
環
境
・
福
祉
・
消
費
者
行
政
に
あ
っ
て
も
、
政
府
施
策
会
｝
先
導
し
た
。

こ
の
よ
う
な
行
政
の
背
景
に
は
、
地
方
自
治
権
の
思
想
を
自
覚
し
、
市
民
生
活
・
都
市
環
境
を
ま
も
っ
て
い
こ
う
と
す
る
当
時

政治不新と環境保全第二節

市条例の事例表 228

例

神戸市民の環境をまもる条例j

神戸市民のくらしをまもる条例

神戸市自動王手公害i坊止条例

神戸市市民公悶条例

神戸市・i;誌の稿111：をまもる条例

神戸市景観条例

神戸市地区計額及びまちづくり
協定等に関する条例

条

年月
f!p,手n47. 8 

49. 5 

51. 4 

51. 4 

52. 1 

53. 10 

56. 12 

次'rf 

の
神
戸
市
政
の
態
度
が
あ
っ
た
。

神
戸
市
は
大
都
市
と
し
て
は
、
珍
し
く
海
と
山
に
恵
ま
れ
た
生
活
環

抑
制
市
環
境

の
整
備

援
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
環
境
を
維
持
し
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と

は
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
責
務
で
あ
っ
た
。

環
境
条
例
に
よ
っ
て
自
然
環
境
の
改
善
が
大
き
く
好
較
し
た
が
、

方

水
道

公
閤
面
積
な
ど
の
生
活
基
盤
水
準
も
大
き
く
上
昇
し
た
。
下
水
道
は
昭
和
問
十
四
年

当
時
、
わ
ず
か
二
六
%
の
整
備
率
だ
っ
た
が
、

五

年
に
は
九
三
%
に
伸
び

有ll

助
金
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
起
債
主
義
に
よ
る
事
業
優
先
主
義
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
コ
ス
ト
高
を
考
え
る
と
起
債
に
よ
る
先
行
投
資
が
は
る
か
に

コ
ス
ト
の
低
い
、
し
か
も
整
舗
を
早
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
経
営
セ
ン
ス

近代・現代歴史綴Wro43 



iこl

人

18,000 

12,000 

19,400 

36,000 

36,000 

12,000 

12,800 

61,000 

24,000 

20,000 

市の主な開発団地

642 

342 

303 

136 

110 

142 

239 

276 

142 

96 

初t

北区
鈴限台本

ひよどり合

有野台

須磨区
落合本

名谷

横尾

高倉台

西区
商事jt住宅問地

西神住宅第2団地

神戸研究学閥都市

表 229

名地同

（注） 事業主が神戸市または神戸市長傘で，

計画人口 1万人以上のもの

資料： r神戸の都市計街』

の
賜
で
あ
っ
た
。

生
活
環
境
の
改
善
に
加
え
て
、
こ
の
間
、
そ
の
他
の
都
市

環
境
の
整
備
も
大
き
く
す
す
ん
だ
。
海
開
域
立
、
背
山
開
発

は
、
産
業
基
地
と
と
も
に
多
く
の
ニ
ュ
！
タ
ウ
ン
を
そ
の
土

取
跡
地
に
造
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
表
仰
に
み
る
よ
う
に
、
六

甲
山
麓
の
鶴
甲
・
渦
森
団
地
、
須
磨
の
落
合
・
高
倉
台
団
地

な
ど
に
加
え
て
、
西
神
の
団
地
な
ど
が
、
市
民
に
良
好
か
っ

方
、
こ
の
住
宅
地
と
都
心
を
結
ぶ
交
通
施
設
も
大
き
く
好
転
し
た
。
神
戸
市
営
地
下
鉄
、
北
神
急
行
が
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和

安
価
な
住
宅
地
を
提
供
し
て
い
っ
た
。

は
飛
眼
的
に
好
転
し
た
。

五
十
二
年
と
六
十
一
一
一
年
に
開
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
神
・
北
神
が
都
心
・
一
一
一
宮
を
結
接
点
と
し
て
連
絡
さ
れ
、
市
内
交
通

ま
た
、
有
料
道
路
も
続
々
と
建
設
・
開
通
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
一
一
一
十
一
年
八
月
、
神
戸
市
は
、
表
六
甲
有
料
道
路
を
開
業

し
た
が
、
以
後
、
裏
六
甲
、
六
甲
ト
ン
ネ
ル
、
西
神
戸
、
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル
、
六
甲
北
と
順
次
開
通
し
て
い
き
、
都
心
と
西
北

神
と
の
自
動
車
道
路
網
は
ほ
ぼ
完
備
さ
れ
た
と
い
え
る
（
表
制
）
。

市
は
昭
和
五
十
一
一
一
年
七
月
、

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
基
盤
整
備
は
当
然
、
自
然
環
境
を
損
う
た
め
、
市
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
神
戸

「
神
戸
市
環
境
影
響
評
価
要
綱
」
を
制
定
し
、
一
平
成
一
一
一
年
末
ま
で
に
一
ニ
八
件
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
実
施
し
綴
力
破
壊
を
少
な
く
す
る
行
政
努
力
、
行
政
指
導
に
努
め
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
微
温
的
な
対
応
策
で
は
不
十

ro44 経済成長と事11戸r!l政trs六禁



政治革新と環境保全第二節

（平成2年度）神戸市道路公社有料道路表 230

278 

5,830 

供用開始

95“
ヲ
ゐ
今
，
“

年月
昭31. 8 

昭37. 8 

H¥342. 4 

車線数

4. 

6.600 

5.300 

表六甲 区間

爽六甲区間

六甲トンネル区間

2,231 

1, 491 

11, 676 

7, 732 

昭44. 8 

照5守.11 

2 5.323 

6. 720 

線

線

野自 JI!

引 1；鳴

明

グ

布

昭51. 5 

昭63.11 

2 

2 8.020 

7.684 

新神戸トンネル

第2新神戸トンネル
2, 760 

1,924 

283 

5, 141 

4, 752 

1, 924 
5 

2 

2 5. 790 

7. 150 

悶
叫
吋
珂
叫
サ

ロH
v
n
Hド

iK 

l玄

期

期

第

第 2 

ち
、
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
間
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

分
と
す
る
住
民
と
、
環
境
保
全
か
地
域
開
発
か
を
め
ぐ
っ
て
鋭
く
対
立

し
た
。
こ
と
に
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を
集
め
た
の
は
、
新
交
通
六
甲
ラ
イ

ナ
ー
の
伎
＋
古
川
右
岸
ル
l
ト
建
設
、
布
引
公
闘
ロ
l
。
フ
ウ
ェ
イ
建
設
で

あ
っ
た
。
建
設
阻
止
を
め
ざ
す
住
民
に
対
し
て
、
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
の
通

過
ル
l
ト
は
住
吉
川
右
岸
し
か
な
く
、
景
観
保
全
な
ど
に
は
万
全
の
配

慮
を
す
る
と
し
て
、
市
は
建
設
を
強
行
し
た
。

ま
た
、
布
引
公
闘
も
市

民
が
手
軽
に
利
用
し
、

か
っ
、
防
災
工
事
を
完
全
に
す
る
た
め
に
は
、

開
発
は
や
む
を
え
な
い
と
し
て
、
こ
れ
ま
た
建
設
に
踏
み
切
っ
た
。

開
発
の
た
め
、
あ
る
程
度
の
犠
牲
は
仕
方
が
な
い
と
す
る
神
戸
市
と

次
第
に
減
っ
て
ゆ
く
自
然
環
境
、
攻
守
ろ
う
と
す
る
住
民
と
の
対
立
は
将

米
に
わ
た
っ
て
も
起
る
恐
れ
が
あ
る
。

し
か
も
地
球
環
境
ま
で
呼
ば
れ

る
今
日
、
環
境
へ
の
認
識
を
神
戸
市
自
身
が
平
素
か
ら
ど
の
よ
う
に
も

2 
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第
三
節

文
化
産
業
と
経
済
振
興

都
市
活
性
化
へ
の
対
芯

イ
ン
ナ

l
シ

テ
ィ
問
題

題
は
深
刻
で
あ
っ
た
。

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
な
産
業
基
躍
の
整
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
都
市
と
し
て
の
神
戸
市
が
か
か
え
る
間

の
低
迷
と
い
う
産
業
構
造
の
変
化
に
対
し
て
、
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
と
い

ぅ
、
社
会
構
造
の
変
化
か
ら
く
る
都
市
構
造
の
空
洞
化
症

、
』
司

、、、、、
、、、

晶

、、、

｝
J

、

羽

州

、

釘
＼

広
一
い
れ
｛

刊

A
F

村
山
穴

f

t

中

／

的問

u

，，

川い
w

a

’

状
、
が
生
じ
て
き
た
。

国
犯
に
み
る
よ
う
に
周
辺
部
へ
の
人
口
流
出
が
続
き
既

成
市
街
地
の
住
工
槌
合
地
区
で
は
「
過
衝
の
な
か
の
過
疎
L

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
隅
枯
れ
現
象
は
深
化
し
、
小
学
児
童

数
が
戦
前
の
一

O
J
ニ
OVNと
な
り
、
統
廃
合
に
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
市
域
内
の
人
口
流
動
の
み
で
な
く
、
市
域

万人

100 

90 

70 

80 

周辺5区
(Jl!滋北ij'Je主垂水・笥）

60 

40-

10 

昭和3C 35 40 45 50 55 6J1玄

関 38 r!Jの中央部・周辺部の人

口増減

20--

50 

30 

rn46 第六君主経済成長と神戸市政



外
と
の
人
口
動
態
に
あ
っ
て
も
、
神
戸
経
済
力
の
衰
退
の
結
果
現
象
と
し
て
、
表
加
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
人
口
流
出
の
傾
向
が

文化産業と経済綴輿第三節

み
ら
れ
、

五

（
一
九
七
六
）
年
に
入
っ
て
人
口
増
の
絶
対
数
も
五
千
人
を
下
廻
り
、

五
十
四
年
に
は
七

O
O人
台
に
落
ち
込

ん
で
し
ま
っ
た
。

（単位．入〕

年次 人 仁i 人口増加数 自然増加1数 社会増加数

昭和22$ 607,079 61,434 8,918 52,516 

23 644,217 37 964 12,272 25,692 

25 804,501 48, 101 11,580 36,521 

30 18, 237 8,955 ヲ，282

35 1, 113, 977 28, 292 11,741 16,551 

40 1,216,666 19,283 15,679 3,604 

41 1,228,212 8,498 10,321 ーし823

42 1,241,484 14,042 15,533 1,491 

43 I 1, 254, 854 11, 406 16,238 -4,832 

44 1,269,465 14, 700 16,304 -1,604 

45 1, 288, 937 I 19,875 16,608 3,267 

46 1,306,583 18,627 17,186 I 1,441 

47 1, 323, 189 15,990 17,249 1,259 

48 1,335,646 13, 751 17,271 i -3,520 

49 1,317,823 13,288 16,306 -3,018 

50 1,360,605 11,828 14,707 -2,879 

51 1,362,557 2,490 12,602 10,112 

52 2,411 11,658 -9,247 

53 1, 366, 011 5, 103 11,050 -5,947 

54 1, 366, 031 I 767 9,453 -8,686 

55 ；日開01 2, 773 8,366 -5,593 

56 1,373, 790 8,361 7,601 760 

57 1,380,992 8, 766 8,001 765 

58 1, 390, 734 11,588 8,038 3,550 

59 1, 401, 104 11，井20 7月？！ 3,921 

60 11,423 6,648 ヰ，775

61 1,423,680 11, 052 6,357 ヰ，695

62 1,433,982 10, 132 5,902 4,230 

63 1,449,828 15,449 5,073 10,376 

平成 l 1,465, 149 13,845 4,420 9,425 

2 I 1, 477, 410 11, 740 4,104 7,636 

表 231神戸市人口機加状況

資料： F神戸市統計官a

近代・現代波長：縦Nrn47 



既成市街地での工場集団化・共同化の実績

名 称 業 種 企業数 卒業費 融資 操業開始

4.億7円 公害防
昭和年6月

0神戸化学センター ケ ミ カ ノ レ 14 42. 

0利l戸シューズサ－ !Iノレ ケ ミ カ ノ レ 8 4.3 公害防 42. 12 

0神戸エンタープライス ケミカル 5 4.9 公害防 44. 4 

神戸印刷センター 印刷製本 13 4. 2 中事 44. 11 

0神戸ハイランドシューズ ケミカル i11 6.0 公餐i坊 47. 4 

＠神戸メッキセンター 金属メッキ 7 12 公害防 so. 7 

＠神戸機械センター 機械金属 15 6.6 公害防 51. 3 

＠事p戸鉄工セ γ ター 機械金属 10 6.3 公害防 52. 10 

神戸埠頭栂包 E君主l!. 輸出機械欄包 8 38 公害防 52. 10 

神戸船舶工業団地 船舶修理 10 14.3 公害防 54. 4 

神戸工芸 団地 建具家兵内装 13 8.4 公害防 57. 7 

間 事ド 鉄 エ 機械金鼠 8 4. 7 中事 59. 1 

神戸ポリマセンター ゴム製品製造 9 102.9 中事 61. 5 

表 232

」
う
し
た
既
成
市
街
地
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

地
場
産
業
の
近
代
化
と
市
能
地
環
境
の
改
善
を
め
ざ
し
た
工

場
ア
パ
ー
ト
が
表
仰
の
よ
う
に
続
々
と
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、

工
場
築
関
化
・
共
同
化
も
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
と

酋
神
ニ
ュ
－

E

・
E

・－タウン

伸
び
悩
む
人
口
、
低
迷
す
る
神
戸

経
済
を
再
浮
上
さ
せ
て
い
っ
た
の

は
、
ポ
！
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
西
神
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
な
ど
の
誕

公言害防・公警防止事裁閲
＠印は既成市街地袋図工場

生
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
年
代
後
半
か
ら
人
口
が
社
会
増
に

転
じ
た
の
も
こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成
が
大
き
く
寄
与

し
た
。ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
神
戸
市
が
一
五
年
の
哉
月
と

0
0億
円
の
芭
費
を
投
じ
て
造
成
し
た
海
上
都
市
で
あ
っ
た
。

（注） 中事：中小：合議事談回
0印はゴム工場アパート

昭
和
四
十
年
代
、
埋
立
地
は
工
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
い
う
常

識
を
破
っ
て
、
住
み
・
憩
い
・
働
く
複
能
都
市
を
め
ざ
し
た
。

以
後
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
第
二
期
と

神
戸
市
は
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
っ
た
。

一
方
、
陸
の
方
で
は
西
神
開
発
が
本
格
化
す
る
。
北
神
地

xo48 経液成長と神戸市政第六章



文化産業と経済振興第三節

（平成2年〕

区名 商事完 世主帯数 人 ロ 区1llil実施年月日 備 考

全 Tぢ 544.55 539,151 1,477,410 

東灘区 2守.45 73,582 190,354 昭和25年4月 1日

灘 区 31. 20 54,809 129,578 昭和6年 9月 1日

中央区 21. 73 52, 179 116, 279 昭和55年12月 1日 苔合区・生限度が合併

兵 隊 区 14.42 52, 673 123,919 昭和8年 1月 1臼

北 区 241. 85 61, 715 198,443 昭和48年 8月 1日 兵庫区から分区

長田区 11. 51 52,948 136,884 昭和20年 5月 1日

須磨区 29.65 62,394 188, 119 昭和6年 9月 1日

君主水区 27.20 81, 788 235,254 昭和21年11月 1臼 須際区から分iR
四 区 137.54 47,063 158,580 昭和57年 8月 1日 建水iRから分区

要概のiR 各表 233

庶
は
神
戸
電
鉄
が
戦
前
か

っ
て
お
り
、
沿
線
に
住
宅
団
地
の
開
発
が

し
か
し
、
西
神
地
誌
は
大
量
輸
送
機
関
が
な

平
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

い
た
め
ス
ブ
ロ

l
ル
的
開
発
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
五
十
ニ

年
、
市
営
地
下
鉄
西
神
線
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
神
地
底
の
開

（注） 函務はkm2

西神ニュータウン写真 91
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発
は
一
気
に
加
速
さ
れ
た
。
名
谷
団
地
な
は
じ
め
続
々
と
開
発
さ
れ
、
人
口
二

O
万
の
ニ
ュ
l
タ
ウ
ン
群
が
出
現
す
る
。
こ
の

よ
う
な
開
発
に
対
応
し
て
北
区
、
間
区
が
新
設
さ
れ
、
生
白
・
葺
合
一
民
が
統
合
さ
れ
、
九
一
弘
体
制
と
な
っ
た
（
表
問
）
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
開
発
と
呼
応
し
て
農
漁
業
開
発
も
積
極
化
し
て
い
く
。
従
来
、
近
郊
農
業
化
の
政
策
に
沿
っ
て
野
菜
、

果
樹
、
花
な
ど
の
都
市
型
農
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
農
政
局
を
中
心
と
し
て
、
農
漁
業
観
光
施
設
の
建
設
に
よ
る
農
業
経

営
の
安
定
化
、
高
付
加
価
値
化
、
雇
用
確
保
、
生
産
技
術
高
度
化
と
い
っ
た
総
合
政
策
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
好
例
が
神
戸
ワ

イ
ン
の
製
造
を
中
心
と
す
る
農
業
公
閣
の
経
営
で
、
以
後
、

マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
、
神
戸
フ
ル
i
ッ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
i
ク
と
施
設

拡
充
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

2 

文
化
産
業
の
創
造

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
の
始
動

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
神
戸
経
済
に
と
っ
て
深
刻
な
後
遺
症
を
残
し
た
。

工
業
中
心
の
産
業
で
あ
っ
た
だ

け
に
、
構
造
不
況
は
た
だ
で
さ
え
弱
い
神
戸
経
済
の
浮
上
力
の
息
の
根
を
止
め
る
感
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
神
戸
市
と
地
元
企
業
は
協
力
し
て
神
戸
経
済
の
多
機
能
・
複
合
都
市
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
て
、
ま
ず
フ
ア

y
シ
ョ

ン
都
市
を
か
か
げ
、

つ
い
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
、
さ
ら
に
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
都
市
へ
と
体
質
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

フ
ア

y
シ
ョ
ン
産
業
は
霊

の
陰
に
か
く
れ
て
目
立
た
な
か
っ
た
が
、
神
戸
の
伝
統
的
地
場
産
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

そ
れ
ま
で
個
々
の
業
種
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
し
て
き
た
が
、
神
戸
経
済
の
危
機
に
捺
し
て
こ
れ
ら
産
業
が
、

一
つ
の
イ

メ

l
ジ
の
も
と
に
新
し
い
展
望
な
聞
い
て
い
き
、
神
戸
経
済
の
救
世
主
た
ら
ん
と
し
た
。

1050 第六主主経済成長と神戸市政



事
実
、

フ
ア

y
シ
ョ
ン
産
業
は
着
実
に
成
長
し
、
表
制
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
全
産
業
の
三
分
の
一
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、
そ
の
中
心
で

あ
る
ア
パ
レ
ル
産
業
は
、
全
国
五

O
社
の
な
か
に
五
社
が
ラ
ン
ク
さ

っ
た
。

れ
る
よ
う
に
全
国
比
に
あ
っ
て
も
急
速
な
拡
大
基
調
を
た
ど
っ
て
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
へ
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
第

間
「
コ
ウ
ベ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
シ
・
フ
ェ
ア
」
が
、
昭
和
田
十
八
年
十

月
、
神
戸
文
化
ホ
l
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
ポ

1
ト
プ

イ
ラ
ン
ド
の
博
覧
会
跡
地
に
フ
ア

y
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が
建
設
さ
れ
、

ワ
ー
ル
ド
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
企
業
の
本
社
の
集

約
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
商
神
の
研
究
学
問
都
市
に
は
芸
術
工
科
大

文化産業と経済振興

昭和何年

第三節

図 39 市内主要産業別製

造品出滞在自等の推移

ファッション践業のウニ乙イト（対全産業比〉

（単位・%）

表 234

昭和60I昭和63

41. 1 

30. 7 

22. 7 

40. 7 

28.2 

21. 5 

17.4 

21. 1 

21. 3 

16. 5 

19.2 

15.3 

15. 7 

13. 1 

10.6 

数

数

額

店

業者

間際交

商

従

年

卸

売

業

昭和49

38.2 

22.5 

18.9 

学
が
開
校
し
（
一
平
成
一
万
年
）
、

数

数

額

所

者

荷

業
業

事

従

出

製

造

業

へ
の
成
熟
が
み
ら
れ
た
。

38.6 

31. 2 

25.3 

38.8 

31. 1 

25.2 

40.3 

30. 7 

23. 2 

数

数

額

店

業者

初版売

商

従

年

小

売

業

（注） 塁塁i書芸誌の数f註は地方集計分（概数）による

資料：遜商産禁省 F工業統苦「J, .商業統計J（会事業所〉

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

こ
の
よ
う
な
フ
ア
ヅ
シ
ョ
ン
都
市
へ
の
熱
い
想

わ
れ
で
あ
っ
た
。

い
入
れ
は
、
相
対
的
に
発
展
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
弱

い
神
戸
経
済
の
か
さ
上
げ
を
留
ろ
う
と
す
る
あ
ら

近代・現代際交繍N105工



一
方
製
造
業
に
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
構
造
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
造
船
、
鉄
鋼
と
い
っ
た
主
力
産
業
の
製

造
口
問
出
荷
積
等
に
お
け
る
市
内
ウ
ェ
イ
ト
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
瓦
年
と
六
十
一
一
一
年
と
を
比
べ
て
み
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
造
船

一
五
・
八
%
、
鉄
鋼
一
一

0
・
八
%
か
ら
造
船
二
・
一
一
一
%
、
鉄
鋼
九
・
五
%
へ
と
激
減
し
、

般
機
械
な
ど
の
比
重
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
（
図

ω）。

’81ポ
の i
関ト
ilピ

ア

こ
の
よ
う
な
神
戸
経
済
再
生
の
象
徴
的
イ
ベ
ン
ト
が
神
戸
ボ
l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

神
戸
経
済
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ヅ
プ
に
つ
な
が
っ
た
の
み
で
な
く
、
地
方
博
と
し
て
は
破
天
荒
の
一
六

O
O万
人

の
入
場
者
と
な
り
、
神
戸
市
の
都
市
経
営
の
名
声
を
全
国
に
広
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
意
味
で
、
会
場
と
な
っ
た
海
上
都
市
・
ポ
l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
こ
そ
神
戸
経
済
の
飛
躍
台
と
な
る
人
工
島
で
あ
っ
た
。

宮
崎
神
戸
市
長
は
自
ら
を
テ
ク
ノ
グ
ラ
i
ト
と
自
認
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
市
政
は
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
両
国
に
わ
た
る

経
営
手
腕
を
発
揮
し
た
。
ポ
ー
ト
ピ
ア
幻
は
こ
の
よ
う
に
神
戸
市
政
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
条
件
が
そ
ろ
っ
た
成
熟
期
に
あ
っ
て
、

展
開
さ
れ
た
。
神
戸
市
政
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
中
心
の
公
共
デ
ベ
口

γ
バ
l
方
式
を
文
化
産
業
振
興

を
め
ざ
す
複
合
経
営
体
へ
軌
道
転
換
を
関
っ
て
い
っ
た
。

神
戸
市
政
は
以
後
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を
め
ざ
し
て
一
九
八
五
年
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
（
昭
和
六
十
年
）
、

八
九
年
フ
ェ
ス
ピ
ツ
グ
神
戸
大
会
（
平
成
元
年
）
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
念
願
の
プ
ロ
野
球
の
プ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
球
場
は
、

オ
リ
ノ
ッ
ク
ス
の
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
へ
の
移
転
が
平
成
三
年
に
は
決
っ
て
実
現
し
た
。

工
業
都
市
か
ら
の
脱
皮
は
さ
ら
に
情
報
・
国
際
都
市
な
め
ざ
し
て
多
く
の
施
策
が
展
開
さ
れ
た
。
表
出
に
み
る
よ
う
に
神
戸

市
の
姉
妹
都
市
・
港
も
年
々
ふ
え
、
神
戸
市
在
住
の
外
国
人
も
多
彩
で
あ
る
（
表
仰
）
。
戦
前
か
ら
の
外
国
文
化
の
蓄
積
を
い
か

1052 
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文化産業と経済綴!Jij第三節

姉妹・友好都市および港の…覧

都市・港名 提携年月 国 7.JI] 備 卦ザヂ

シ ア ノL rt:i 昭和3年2(1957).1月0 アメリカ 姉妹都市

マル セイ ユ市 昭和36(1961).7 フランス 姉妹都市

シ ア ト ノレ 港 昭和42(1967).5 アメリカ 姉妹港

ロッテルダム港 昭和42(1967). 5 オラ γグ 姉妹浴

ザオ・デ・ジャネイロ子宮 昭和44(1969). 5 プラジノレ 姉妹都市

天 浮 市 昭和48(1973).6 中関 友好都市

リ うf 市！ 昭和49(1974).6 ラトピア 姉妹都市

天 津 港 昭和55(1980).8 中｜主i 友好滋

ブ ヲ ス ベ ー ン計7 昭和60(1985). 7 オーストラリア 姉妹都市

フィラデルブィア子宮 昭和61(1986).10 アメリカ 親妥協力都市

パノ レ セ ロ ナ市 王子成 5(1993). 4 スベイン 姉妹都市

章受 235 

し
た
経
済
・
文
化
活
動
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
都

市
へ
の
創
造

二
十

世
紀
へ
向
け
て
の
神
戸
市
の
経
済
戦
略
は

市
内
重
工
業
の
再
構
築
（
ワ
ス
ト
ラ
グ
チ
品
ア
）
に
よ

1985年ユニバーシアード神戸大会写真 92
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表 236 市内の外国人数（平成2年 3月末）
（単位・人）

年i玄名次 回数 総数｜｜斡は朝国鮮又［［中国｜｜アヵメ引iイ！ノド・1ナIグェムトIイスギヲI磁ッドイ｜｜フピィンリ［［ 

全市 82 40，叫7,8821刊 sl川｜蹴｜州｜仰 I199 I 199 I 130 

東灘医 45 2, 756 1,633 449 259 11 80 1 

灘区 43 3,500 1,865 741 271 157 4 86 79 17 15 

中央区 63 10,432 3,883 4,634 280 694 49 158 24 99 96 

兵庫区 21 2,637 1, 912 576 8 90 18 4 4 

北区 29 1,883 1, 403 324 37 19 25 3 7 4 

長田区 15 10,618 9,860 471 7 1 250 2 10 

須磨区 43 5, 265 4,690 309 58 13 47 19 1 18 6 

震水区 39 2,571 1, 782 431 130 3 34 12 13 2 

西区 17 1, 082 854 160 24 15 5 

~：刊：：~~~
束事事官主 7 37 14 16 19 3 

灘区 5 27 44 25 10 9 

中央区 23 28 39 23 23 30 

兵庫区 1 1 1 2 1 

北区 1 10 3 4 4 

長問区 2 1 -

須磨区 11 4 2 5 2 8 

垂水区 60 9 8 11 2 

西区 10 1 - 1 

（法） 図数は無関綴を除く。分類は11r統計に従った。

資料：叩J！戸市統計議』

第六家経淡成長と神戸市政

2 7 3 9 104 10 

17 8 8 96 15 

22 20 22 16 237 32 

4 2 9 3 

2 1 25 11 

1 3 3 6 

12 4 2 51 3 

2 7 2 3 49 10 

1 2 5 2 

1054 
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事F戸市の主要経済指擦表 237

% 
0. 14 

(H !. 10. 1〕

1. 20 
(H 3. 7. 1) 

*3 1. 2 2 
csso.10.1〕

1. 10 
(S 30. 10. 1〕

1. 29 
(S63年度）

1. 40 
cs so年度〉

1. 51 
(S30年度）

km2 
544.56 

（日 3. 9. 1〕

人
1,487, 747 

(H 3. 9. 1) 

百万円
3, 76雪， 981
(S63年度）

人
652,844 

(S63年度〉

% 
0. 14 

(S 50. IO. I) 

% 
o. 13 

(S 30. 10. 1) 

市戸事Jr分区

積E訴

ロ人

市民所得

1. 12 
(S63年度）

1. 14 
(S so. 10. 1) 

0.守7
(S30. JO. I) 

1. 23 
(S6!. 7. 1〕

1. 24 
(S5o. 5.15) 

1. 16 
(S 26. 7. I) 

0. 99 
(S63.12. 31〕

1. 44 
〔（s 50. 12. 31) 

2. 70 
(S30. J2.31) 

1. 12 
( s 63. 6. 1) 

1. 36 
(SS!. 5. I) 

2. 10 
(S33. 7. 1) 

キI 82, 770 
〔S6!.7. !) 

百万円
本22, 752,541 
( s 63. 12. 31) 

百万円
4,986,362 

(S63. 5. 1) 

百万円
1,578,646 

(S63. 5. 1) 

rP民就業者数

事業所数

工業出荷額

卸売販売額

小売販売額 1. 37 
(S 63. 6. I) 

（注〕

1. 48 
(SS!. 5. 1) 

* l：公主主を除く。＊ 2: 4人以上の竜王談所にI刻する数俄である。

*3：会E自の数｛品は綴数である。（ ）は数｛立の時点， Sは昭和， Hは平成

資料：総務庁統計帰 F日本炎期統計総覧a，絃済企図庁 r国民経済計鉱山総務！？統計局吋E
業所統計調査，， J吸商産業省 rヱ楽：統号十淡arif百＊統計表山 神戸市企閥fJ耳5察局 •j也ブ1
集計結果a

1. 97 
(S33. 7.1) 

る
ハ
イ
テ
ク
化
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の

成
熟
、
そ
し
て
文
化
産
業
の
創
造
と
い
う

に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
貌
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
神
戸
市
は
単
に
量
的
な
経

済
成
長
で
な
く
、
質
的
な
市
民
生
活
の
豊

か
さ
に
つ
な
が
る
文
化
産
業
都
市
の
創
造

に
ど
こ
ま
で
成
功
す
る
か
、
そ
の
力
量
が

試
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

経
済
成
長
と
神
戸
市
政
の
軌
跡
を
た
ど

る
な
ら
ば
、
昭
和
田
十
年
代
は
産
業
部
市

へ
の
基
盤
整
備
、
昭
和
五
十
年
代
は
福
祉

環
境
都
市
へ
の
条
件
整
備
、
そ
し
て
昭
和

ハ
十
年
以
後
は
文
化
産
業
都
市
へ
の
創
造

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

昭
和
四
十
年
十
一
月
、
第

次
「
神
戸

市
総
合
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
の

「
は
し
が
き
」
で
は
「
都
市
の
本
来
の
主

近代・ 5晃代E査JJ;:.綴NIOララ
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あ
る
時
は
自
動
車
が
主
人
公
の
座
に
坐
っ
て
い
る
。
言
わ
ば
寓
国

人
公
で
あ
る
人
間
は
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
て
、
あ
る
時
は
工
場
が
、

強
兵
・
舷
産
興
業
的
な
生
産
第

主
義
に
支
配
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
価
値
の
逆
転
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
に
と
、

産
業
都
市
政
策
を
激
し
く
批
判
し
た
。

し
、
そ
の
整
備
基
本
計
闘
は
経
済
開
発
優
先
で
あ
っ
た
。

し
力、

11大都市経済指標状況

人 ロ 従業者 総生産

1,48千9人(1. 22) 
千人 10億円(2 

神戸 市 702 (1. 32) 4, 854 . 29) 

札幌 市 1, 696 (2. 13) 738 (2. 01) 4, 962 (2. 88) 

仙 台市 931 (1. 94) 447 (2. 00) 2, 686 (2. 23) 

川 崎市 1, 187 (1. 39) 486 (1. 27) 4, 363 (2. 64) 

横浜 市 3, 251 (1. 82) 1, 135 (1. 66) 8, 806 (2. 62) 

名 古屋市 2, 159 (1. 12) 1, 370 (1. 28) 9, 828 (2. 36) 

京都市 1, 459 (1. 07) 774 (1. 37) 4, 707 (1. 90) 

大阪市 2,613 (0.83) 2, 499 (1. 19) 18, 294 (2. 15) 

広 島 市 1, 090 (2. 16) 526 (1. 89) 3, 856 (2. 68) 

オヒブLfM nJ' 1, 022 (0. 98) 500 (1. 19) 3,319 (1.93) 

福間市 1, 249 (1. 67) 663 (1. 83) 4, 660 (2. 38) 

(t;l:) 人 口（）内は対昭和40年，平成3年｛中びホ（悶雲寺;¥'Jjま推計人口）

従業者（ ）内は対昭和41年，昭和61年｛中び皐（卒業所統計調査）

総生後（）内は対昭和50年，昭和63年伸び／$（市民経済計算）

昭
和
五
十
一
年
十
月
、
神
戸
市
は
「
新
・
神
戸
市
総
合
基
本
計
画
L

を
策
定
し
た
。
そ
こ
で
は
理
想
都
市
像
と
し
て
「
市
民

表 238

主
体
都
市
」
「
人
間
環
境
都
市
」
っ
人
間
福
祉
都
市
三
市
民
文
化
都
市
」
「
国
際
・
情
報
都
市
L

と
五
つ
の
都
市
像
を
か
か
げ
、

名
実
と
も
に
「
緑
と
、
心
の
ふ
れ
あ
い
と
、
生
き
が
い
」
の
街
、
が
め
ざ
さ
れ
て
い
た
。

1056 第六百で経済成長と神戸市政



し
か
し
、
昭
和
六
十
一
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た
っ
第
三
次
神
戸
市
総
合
基
本
計
図
」
は
、
理
想
都
市
像
の
五
つ
は
継
承
し
た

が
、
政
策
志
向
は
再
び
経
済
開
発
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
量
産
業
構
造
の
転
換
の
、
連
れ
」
が
指
摘
さ
れ
、

っ
神
戸
経
済
の

体
質
転
換
」
が
求
め
ら
れ
、
具
体
的
政
策
と
し
て
「
神
戸
経
済
の
活
性
化
」
「
イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
対
策
強
化
」
「
畏
開
ェ
、
ネ
ル
ギ

i
活
用
」
が
提
唱
さ
れ
、
経
済
へ
の
回
帰
現
象
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
神
戸
市
は
常
に
生
活
と
経
済
と
い
う
相
対
立
す
る
要
素
の
調
和
を
め
ざ
し
て
振
子
現
象
を
繰
り
返
し
て
き
た
と

い
え
る
。
二
十
一
世
紀
を
め
ざ
し
て
「
港
都
ル
ネ
ず
サ
ン
ス
構
殺
し
「
都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
倍
増
構
想
」
「
生
き
が
い
タ
ウ
ン
構
想
」

を
同
時
に
実
現
す
る
た
め
に
、
今
、

付

改
め
て
神
戸
市
民
の
創
造
性
と
神
戸
市
政
の
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

図
2
参
照
）

文化~業と経済振興第三節
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